
東京都千代田区丸の内1-8-2
http://www.am-one.co.jp/

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 2013年２月８日から2023年１月27日まで

運 用 方 針

ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロ
ケーション・ファンド（以下「参照ファンド」といいま
す。）の運用成果を反映する仕組みの債券に投資し、世界
各国の様々な資産への分散投資で得られる収益の獲得と、
年２回の分配実施（実質的な投資元本の払い戻しにより一
部または全部の額を充当することができます。）による定
期的な投資信託財産の一部払い出しを目的として運用を行
います。
原則として、グローバル・アロケーション・ファンド・イ
ンデックス（為替ヘッジなし）連動債Ｂ（以下「指数連動
債」といいます。）を高位に組み入れます。指数連動債
は、参照ファンドの運用成果に基づき算出される指数（以
下「参照指数」といいます。）の値動きを反映する仕組み
を有し、参照ファンド等を担保資産として特別目的会社に
より発行されるものです。

主要運用対象 内外の公社債を主要投資対象とします。
株式組入制限 投資信託財産の純資産総額の20％以下とします。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき収益の分配
（実質的に投資元本の払い戻しとなる分配を含みます。以
下同じ。）を行います。
①分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利

子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。

②分配金額は、原則として、当ファンドの決算日の直前に
支払われた指数連動債の利金に基づく額を払い出すこと
を目標に委託者が決定します。当該利金は、参照指数の
投資収益に基づくものではなく、原則として１年毎に到
来する特定日の指数連動債の価格に所定の率を乗じて得
た額に基づいて計算されます。結果として、分配金は実
質的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額が
充当されることがあります。

③留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基
本方針に基づいた運用を行います。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：世界街道

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、｢グローバル・アロケーショ
ン・ファンド 年２回決算・為替ヘッジ
なしコース（目標払出し型）」は、
2019年７月29日に第13期の決算を行
いました。ここに、運用経過等をご報告
申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

グローバル・アロケーション・ファンド 
年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

運 用 報 告 書（全体版）
第13期<決算日2019年７月29日>
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1－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 参 照 指 数 債 券

組 入 比 率
純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
９期（2017年７月27日） 12,750 125 4.8 154.03 5.4 98.2 7,384
10期（2018年１月29日） 13,255 125 4.9 162.72 5.6 98.7 6,669
11期（2018年７月27日） 12,804 132 △2.4 159.72 △1.8 98.7 5,798
12期（2019年１月28日） 11,750 132 △7.2 149.03 △6.7 98.8 4,596
13期（2019年７月29日） 12,383 114 6.4 159.56 7.1 98.5 4,210

※基準価額の騰落率は分配金込み。
※△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。
※参照指数はグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（為替ヘッジなし）です。
※同指数は当ファンドのベンチマークではありません。
※ベンチマークとは、ファンドの運用成果の評価基準（目標基準）となる指数をいい、約款または投資信託説明書（目論見書）において、その旨の

記載があるものを指します。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額 参 照 指 数 債 券
組 入 比 率騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2019年１月28日 11,750 － 149.03 － 98.8

１月末 11,803 0.5 149.66 0.4 98.5
２月末 12,317 4.8 156.41 5.0 98.4
３月末 12,335 5.0 156.79 5.2 98.6
４月末 12,629 7.5 160.73 7.9 98.3
５月末 12,090 2.9 153.99 3.3 97.1
６月末 12,283 4.5 156.63 5.1 98.5

（期　　　末）
2019年７月29日 12,497 6.4 159.56 7.1 98.5

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（参照指数）の概要
世界各国の株式や債券などに投資して、トータルリターンの最大化を目指すルクセンブルグ籍外国投資法人「ブ
ラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド」クラスⅠ米ドル建投資証券のパ
フォーマンスを反映する円ベースの指数です。同指数には為替取引（米ドル売り／円買い）を行わない指数と行
う指数があります。ＵＢＳ銀行ロンドン支店が指数の算出・公表を行います。
ＵＢＳ銀行ロンドン支店は参照ファンドおよびその投資対象資産への投資の妥当性などについて何ら判断を行わ
ず、参照指数のパフォーマンスにも責任を負うものではありません。
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グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

運用経過の説明
基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまが利用するコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示してあります。
（注５）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド（以下、「参照ファ
ンド」といいます。）の運用成果を反映する仕組みの債券に投資し、世界各国の様々な資産への分散投
資で得られる収益の獲得と、年２回の分配実施（実質的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の
額を充当することができます。）による定期的な投資信託財産の一部払い出しを目的として運用を行い
ます。
　運用にあたっては、参照ファンドの運用成果を反映する指数「グローバル・アロケーション・ファン
ド・インデックス（為替ヘッジなし）」（以下、「参照指数」といいます。）の変動率と同程度に変動
する仕組みのグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（為替ヘッジなし）連動債Ｂ（以
下、「指数連動債Ｂ」といいます。）を高位に組み入れます。
　11,750円でスタートした基準価額は12,497円（分配金込み）で期末を迎えました。
　当期の基準価額は747円（分配金込み）の値上がりとなりましたが、その内訳はおおよそ表のとおり
となります。Ａの実質的な投資資産の価格変動が最大の上昇要因（951円）となりました。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第13期首 ： 11,750円
第13期末 ： 12,383円
（既払分配金114円）
騰 落 率 ： 6.4％
（分配金再投資ベース）
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グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

内 訳 （概 算） 当 作 成 期 間
Ａ 実質的な投資資産の価格変動 951円
Ｂ 為替レートの変動等 △121円
Ｃ 信託報酬等 △65円
Ｄ その他の要因 △18円
Ｅ 当作成期間の純損益（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 747円
Ｆ 分配金 △114円

基準価額の騰落額（Ｅ＋Ｆ） 633円
・「Ａ 実質的な投資資産の価格変動」は、「ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド」クラスⅠ米ドル建

投資証券の価格をもとに算出したものです。
・「Ｂ 為替レートの変動等」は、参照指数の変動から「Ａ 実質的な投資資産の価格変動」を差し引いて算出しております。
・「Ｃ 信託報酬等」には、当ファンドで支払う信託報酬等が含まれます。
・「Ｄ その他の要因」には、指数連動債Ｂの売買執行で発生するコストなどが含まれます。
※上記の数値は「簡便法」により計算しておりますので、実際の数値とは異なります。したがって、あくまで騰落額の要因を知るための目安として

お考えください。各項目の数値は単位未満四捨五入しております。

　当期は、参照ファンドの価格が8.1％上昇した一方で、米ドルが円に対して1.0％下落したことから、
参照指数は7.1％の上昇となりました。
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グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

投資環境
●米国株式市場
　米国株式市場は、底堅い米国景気や事前の市場予想を上回る企業業績などから、堅調に推移しました。
５月から６月にかけて、米中貿易摩擦の高まりや中東での地政学的リスクの顕在化などから一時的に下
押す局面もありましたが、その後持ち直しＳ＆Ｐ500など主要な株式指数は最高値を更新しました。し
かし、７月末開催のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）において0.25％の利下げが発表され、一旦材
料出尽くしとなったことに加え、パウエルＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）議長が追加利下げを強く
示唆しなかったことから、上昇幅を縮める展開となりました。
　こうした状況のもと、期末における米国株式市場は、期首と比べて上昇しました。

●欧州株式市場
　欧州株式市場は、ブレグジッド（イギリスの欧州連合離脱）や景気減速懸念といった不透明要因は
あったものの、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の金融政策への楽観や底堅い米国景気などの影響を受け、上昇
しました。５月には米中関係が懸念材料となったことに加え、ブレグジットの行き詰まりにより英メイ
首相が辞任を発表するなど、混迷状態の高まりから一時的に下落する局面もありました。６月以降、
ユーロ圏経済指標上振れ、ドラギＥＣＢ総裁から追加緩和策を講じる可能性についての発言などを好感
し、再び上昇基調となりました。
　こうした状況のもと、期末における欧州株式市場は、期首と比べて上昇しました。

●国内株式市場
　国内株式市場は、米国株高や為替の円安基調といったプラスの影響を受け堅調に推移しました。５月
には米中関係悪化による世界経済や企業業績の減速懸念、消費税増税実施の不透明感などから下落に転
じたものの、６月以降は金融緩和観測を背景に欧米株式市場が上昇したことなどから、堅調さを取り戻
しました。７月に実施された参議院選挙は材料視されませんでした。
　こうした状況のもと、期末における国内株式市場は、期首と比べて上昇しました。

●米国債券市場
　米国債券市場では、３月に開催されたＦＯＭＣにおいて年内利上げを見送る方針などが示されると、
長期金利に低下圧力がかかりました。加えて、５月以降は米国景気の鈍化懸念、米中貿易摩擦長期化へ
の不安、ＦＲＢの利下げ観測などから、さらに長期金利の低下が加速しました。
　こうした状況のもと、期首に2.7％台前半でスタートした米国10年国債利回りは期末に2.0％台後半と
なりました。
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グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

●欧州債券市場
　欧州債券市場では、３月にＥＣＢが政策金利を少なくとも年末まで現行水準で据え置くことや、新た
な資金供給策を行うことを決定したため、長期金利は低下基調となりました。５月以降はユーロ圏経済
指標の予想比下振れ、イタリア財政への懸念、ブレグジットを巡る先行き不透明感などから、さらに低
下幅を広げました。
　こうした状況のもと、ドイツ10年国債利回りは0.1％台から△0.3％台に、フランス10年国債利回り
は0.5％台から△0.1％台に低下（価格は上昇）しました。

●外国為替市場
　米ドル円は、期初、米政府機関の再閉鎖回避や米中貿易協議の進展期待などによるリスク選好の動き
などから米ドル高円安となりました。しかし５月以降、米中貿易の停滞の長期化懸念、利下げ期待の強
まりなどから一転、米ドル安円高となりました。ユーロ円について、ゴールデンウィーク前まではもみ
あいでの推移でしたが、その後、ＥＣＢによる追加金融緩和策の可能性、イタリアの財政を巡る懸念、
ブレグジットを巡る先行き不透明感などからユーロ安円高となりました。期首１米ドル＝109円中頃で
スタートした米ドル／円相場は、１米ドル＝108円中頃で、１ユーロ＝124円中頃でスタートしたユー
ロ／円は121円前半で期末を迎えました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　期を通じて指数連動債Ｂを高位に組み入れ、期末時点の組入比率は98.5％としました。
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グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

＜参照ファンドにおける2018年12月末～2019年６月末の運用経過＞
　世界各国のさまざまな資産（株式、債券など）、国・地域、セクターなどから、投資魅力度が高いと
判断される資産に分散投資を行いました。また、中長期的なトータルリターンの最大化を目指すため、
投資環境に応じて株式や債券などの組入比率を機動的に変更しました。
　2018年12月末と2019年６月末とのポートフォリオ比較では、北米および欧州地域の株式組入比率
を引き上げています。株式全体の組入比率は57.7％から61.8％程度に引き上げ、セクター別ではコミュ
ニケーション、エネルギー、ヘルスケアを積極的に組入れる一方で、情報技術、金融の組入れには消極
的です。
　債券については、全体の組入比率を31.1％から34.4％に増加させています。米国国債が引き続き魅力
的な利回りを提供していると評価し、北米地域の組入比率を引き上げたのに加え、欧州地域にも米国債
と同様な分散投資効果を期待できると考え、組入比率を引き上げています。
　コモディティでは、金（ゴールド）がポートフォリオに弾力性を加えるという考えは引き続き維持し
ているものの、米国債投資の方がポートフォリオの分散化機能をより高められると考え、組入比率を引
き下げました。商品関連ポジションは2.0％から0.9％へ引き下げています。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
　グラフは、基準価額と参照指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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7－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

分配金
　収益分配金につきましては所定の率を指数連動債Ｂの価格に乗じて計算される利金に基づく額を払い
出すことを目標とし、１万口当たり114円を分配しました。なお、収益分配金に充てなかった利益は信
託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
第13期

2019年１月29日
～2019年７月29日

当期分配金（税引前） 114円
対基準価額比率 0.912％
当期の収益 114円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 4,096円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。

今後の運用方針
　引き続き指数連動債Ｂの組入比率を高位に維持し、世界各国の株式や債券など様々な資産への分散投
資で得られる収益の獲得を目指します。
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8－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

○１万口当たりの費用明細

項目

当期

項目の概要（2019年１月29日
～2019年７月29日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 68円 0.555％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は12,242円です。

（投信会社） (20) (0.162) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (46) (0.377) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） (  2) (0.016) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) その他費用 1 0.005 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） (  0) (0.002) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） (  0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 69 0.560
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。項目ごと

に小数点以下第４位を四捨五入してあります。
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9－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.12％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.32％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

運用管理費用
（販売会社）
0.76％

その他費用
0.01％

総経費率
1.12％
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10－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

○組入資産の明細� （2019年７月29日現在）

国内公社債
(Ａ) 国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分
当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残存期間別組入比率
５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券
(含む投資法人債券) 3,590,000 4,145,875 98.5 － － 98.5 －

合 計 3,590,000 4,145,875 98.5 － － 98.5 －
※組入比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の割合。
※信用格付けは、取得しておりません。

(Ｂ) 国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄 当 期 末
利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

普通社債券（含む投資法人債券） ％ 千円 千円
グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（為替ヘッジなし）連動債Ｂ － 3,590,000 4,145,875 2023/１/20

合 計 3,590,000 4,145,875

○利害関係人との取引状況等� （2019年１月29日～2019年７月29日）
　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○売買及び取引の状況� （2019年１月29日～2019年７月29日）

公社債

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
社債券（投資法人債券を含む） － 623,739

※金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）
※社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。
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11－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2019年７月29日現在）
項 目 当 期 末

(Ａ) 資 産 4,300,999,120円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 155,123,520

公 社 債(評価額) 4,145,875,600

(Ｂ) 負 債 90,659,206

未 払 収 益 分 配 金 38,761,910

未 払 解 約 金 26,647,760

未 払 信 託 報 酬 25,156,427

未 払 利 息 359

そ の 他 未 払 費 用 92,750

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ-Ｂ) 4,210,339,914

元 本 3,400,167,618

次 期 繰 越 損 益 金 810,172,296

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 3,400,167,618口

１万口当たり基準価額(Ｃ/Ｄ) 12,383円

○損益の状況�（2019年１月29日～2019年７月29日）
項 目 当 期

(Ａ) 配 当 等 収 益 80,548,328円
受 取 利 息 78,494,172
そ の 他 収 益 金 2,084,125
支 払 利 息 △         29,969

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 197,811,263
売 買 益 226,572,928
売 買 損 △  28,761,665

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △  25,362,572
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ+Ｂ+Ｃ) 252,997,019
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △250,777,452
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 846,714,639

(配 当 等 相 当 額) (　822,555,256)
(売 買 損 益 相 当 額) (　  24,159,383)

(Ｇ) 　 計 　(Ｄ+Ｅ+Ｆ) 848,934,206
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △  38,761,910

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ+Ｈ) 810,172,296
追 加 信 託 差 損 益 金 846,714,639
(配 当 等 相 当 額) (　822,555,256)
(売 買 損 益 相 当 額) (　  24,159,383)
分 配 準 備 積 立 金 570,339,803
繰 越 損 益 金 △606,882,146

・信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。
・追加信託差損益金とは、追加設定をした金額のうち元本を上下する額

を処理する項目で配当等相当額と売買損益相当額にわかれます。

注記事項
・信託財産に係る期首元本額、期中追加設定元本額及び期中一部解約元本額

期首元本額　　　　　3,911,797,393円
期中追加設定元本額　     26,866,005円
期中一部解約元本額　   538,495,780円

・分配金の計算過程
計算期間末における費用控除後の配当等収益（73,208,400円）、費用控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に
定める収益調整金（822,555,256円）及び分配準備積立金（535,893,313円）より分配対象収益は1,431,656,969円（１万口当たり
4,210.53円）であり、うち38,761,910円（１万口当たり114円）を分配しております。

○投資信託財産の構成� （2019年７月29日現在）

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 4,145,875 96.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 155,124 3.6
投 資 信 託 財 産 総 額 4,300,999 100.0

CC_19556482_04_ostOne_GアロケーションF年2回決算為替ヘッジなし_１万口.indd   11 2019/09/20   13:24:11



12－　　－

グローバル・アロケーション・ファンド 年２回決算・為替ヘッジなしコース（目標払出し型）

○分配金のお知らせ
１万口当たり分配金（税込み） 114円

１．分配金のお支払いは、決算日から起算して５営業日までに開始いたします。
２．自動継続投資契約を結んだ方のお手取り分配金は、決算日の基準価額（分配落ち）にもとづき、それぞれの口座に再投資いたしました。
３．分配金は普通分配金に課税されます。
４．元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、そ

の後の個々の受益者の個別元本となります。

※分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配金）にわかれます。分配後の基準価額が
個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する額が元本払
戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。

＜お知らせ＞
■金融商品取引業等に関する内閣府令第130条第１項第８号の２に規定する信用リスクを適正に管理する方法につ

いて、その整備を行うため、約款に所要の変更を行いました。
なお、上記約款変更により商品としての基本的な性格が変わるものではありません。

（変更年月日　2019年４月27日）
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